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さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
御
花
本
の
原
本
は
狩
野
尚
信
筆
「
驪
黄
物
色
図
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
驪
黄
物
色
図
」
は
独
立
し
た
絵
画
作
品
と
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
驪
黄
物
色
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
馬
書
の
図
の
部
分
で
あ
る
。
「
驪
黄
物
色
」
命
名
の
こ
と
は
、
十
和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
蔵
黒

沢
定
幸
編
輯
、
弘
忠
校
正
「
驪
黄
物
色
図
説
」
（
以
下
、
称
徳
館
本
と
称
す
）
の
、
定
幸
の
題
辞
に
記
さ
れ
る
（
資
料
一
の
一
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
定
幸
は

幕
府
の

�に
あ
つ
め
ら
れ
た
馬
と
牛
百
十
二
疋
に
つ
い
て
、
漢
名
と
和
名
を
比
較
検
討
し
て
名
称
を
さ
だ
め
、
五
行
に
配
し
て
分
類
、
ま
た
牛
馬
の
旋
毛

三
六
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の
所
在
を
あ
き
ら
か
に
し
、
そ
の
吉
凶
を
述
べ
た
（
註
二
四
）。
そ
れ
ら
の
説
を
正
し
く
つ
た
え
る
た
め
に
、
か
れ
は
狩
野
尚
信
に
図
を
え
が
か
せ
た
。
図

説
完
成
の
の
ち
に
か
れ
は
林
羅
山
に
題
号
を
乞
い
、
羅
山
は
こ
れ
を
み
て
「
驪
黄
物
色
」
と
命
名
し
た
。

「
驪
黄
物
色
」
は
こ
の
よ
う
に
説
と
図
に
わ
た
る
命
名
で
あ
っ
た
が
、
写
本
の
ほ
と
ん
ど
は
説
と
図
が
別
々
に
つ
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
題
名
も
、

御
花
本
の
留
書
に
は
「
漢
名
百
馬
」
と
あ
り
、
説
の
部
の
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
驪
黄
物
色
図
」
と
称
す
る
例
も
あ
り
、
区
々
で
あ
る
。
本
稿
で
は
統
一

を
は
か
り
、
原
則
と
し
て
、「
驪
黄
物
色
図
説
」
を
説
の
部
の
題
名
と
し
、
画
の
部
を
「
驪
黄
物
色
図
」
と
称
し
て
い
る
。

関
与
し
た
人
々
と
編
輯
の
事
情

「
驪
黄
物
色
」
の
編
纂
を
お
こ
な
っ
た
黒
沢
定
幸
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
註
二
五
）
に
よ
る
と
、
諏
訪
部
宗
右
衛
門
定
吉
の
二
男
と
し
て
誕
生
、
黒

沢
重
久
の
養
子
と
な
っ
た
。
実
父
定
吉
は
、
徳
川
家
康
に
つ
か
え
、
八
條
近
江
守
房
繁
伝
来
の
馬
術
に
長
じ
て
い
た
た
め
、
御
馬
の
事
を
命
じ
ら
れ
た
。

定
幸
の
実
兄
定
矩
、
実
弟
成
定
も
幕
府
の
馬
預
を
つ
と
め
て
い
る
。
養
父
重
久
も
徳
川
家
康
の
臣
、
重
久
よ
り
前
は
代
々
奥
羽
地
方
に
居
住
し
て
い
た
と

い
う
。
重
久
の
馬
事
は
不
明
で
あ
る
が
、
良
馬
の
産
地
奥
州
ゆ
か
り
の
家
と
の
縁
組
み
で
あ
っ
た
。

定
幸
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
徳
川
家
康
に
初
御
目
見
、
翌
年
大
番
に
列
し
た
。「
驪
黄
物
色
図
」
の
序
に
、
命
を
奉
じ
て
駿
府
の
林
羅
山
に
療
馬
集

の
文
字
を
問
う
た
と
あ
る
が
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
馬
預
と
な
り
、
そ
の
の
ち
し
ば
し
ば
陸
奥
国
や
武
蔵
国
に
赴

い
て
い
る
。
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
歿
、
享
年
は
不
明
で
あ
る
。

定
幸
を
た
す
け
た
弘
忠
は
雲
州
松
江
藩
の
儒
者
黒
沢
石
斎
で
あ
る
。
弘
忠
に
つ
い
て
は
佐
野
正
巳
氏
の
著
書
に
く
わ
し
く
（
註
二
六
）、
伊
勢
の
出
身
、

若
く
し
て
江
戸
へ
出
て
、
黒
沢
某
の
家
に
寄
宿
し
た
。
そ
の
の
ち
、
お
そ
ら
く
定
幸
の
紹
介
で
林
羅
山
に
入
門
、
羅
山
の
推
挽
に
よ
り
寛
永
十
八
年
（
一

三
六
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六
四
一
）
に
松
江
侯
の
儒
臣
と
な
っ
た
。

定
幸
は
、
学
究
的
な
性
質
を
そ
な
え
た
ひ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
幕
府
の
馬
預
と
な
っ
た
の
ち
に
『
相
驥
鑑
』
（
註
二
七
）
を
編
輯
し
て
い
る
。
『
相
驥

鑑
』
は
中
国
の
馬
書
や
経
史
、
諸
家
書
を
典
拠
と
し
て
相
馬
法
、
牧
養
法
、
療
病
法
を
ま
と
め
た
書
で
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
定
幸
の
自
題
、

同
年
六
月
の
林
羅
山
の
序
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
七
月
、
当
時
尾
張
藩
儒
で
あ
っ
た
堀
杏
庵
（
註
二
八
）
の
跋
が
あ
る
。
こ
の
『
相
驥
鑑
』
に
、

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
弘
忠
は
き
わ
め
て
詳
細
な
注
釈
を
つ
け
て
『
補
註
相
驥
鑑
』
（
註
二
九
）
を
あ
ら
わ
し
た
。
『
補
註
相
驥
鑑
』
に
は
、
こ
の
年

来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
朴
安
期
の
序
を
え
て
い
る
。

ま
た
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
定
幸
は
徳
川
家
光
の
厳
命
を
う
け
て
「
百
馬
図
名
」
を
献
上
し
た
と
い
う
。
大
田
南
畝
の
「
一
話
一
言
」
に
よ
る
と

（
註
三
〇
）、
馬
名
九
十
の
漢
名
を
列
記
、
各
々
に
林
羅
山
の
倭
訓
を
付
す
。
こ
の
「
百
馬
図
名
」
の
図
の
有
無
、「
驪
黄
物
色
」
と
の
関
係
も
不
明
で
あ
る
。

称
徳
館
本
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
凡
例
（
資
料
一
の
二
）
を
み
る
と
、
た
し
か
に
羅
山
の
多
識
編
も
参
照
し
て
い
る
が
、
和
漢
の
引
用
書
二
十
八
篇
の
一

に
す
ぎ
な
い
。「
百
馬
図
名
」
の
馬
名
と
そ
の
排
列
は
、
冒
頭
よ
り
三
十
一
疋
は
、
称
徳
館
本
の
乾
巻
の
は
じ
め
よ
り
三
十
一
疋
と
そ
の
漢
名
、
排
列
と
も

に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
部
分
で
は
排
列
は
一
致
し
な
い
が
、
「
百
馬
図
名
」
に
お
さ
め
る
漢
名
は
す
べ
て
称
徳
館
本
に
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
「
百
馬

図
名
」
と
「
驪
黄
物
色
」
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

称
徳
館
本
の
定
幸
の
題
辞
も
、「
驪
黄
物
色
図
」
諸
模
本
の
序
跋
や
奥
書
も
、
そ
の
編
纂
が
公
的
に
命
じ
ら
れ
て
の
事
業
と
は
記
さ
な
い
。
し
か
し
家
光

へ
献
上
し
た
「
百
馬
図
名
」
と
は
「
驪
黄
物
色
」
で
あ
り
、
世
に
流
布
し
た
「
百
馬
図
名
」
の
原
本
は
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
馬
名
の
一
部
を
ぬ
き
だ
し

た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
百
馬
図
名
」
献
上
の
厳
命
が
、「
驪
黄
物
色
」
編
纂
の
直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、『
徳
川
実
紀
』
な
ど
に
散
見
す
る
幕
府
の

�馬
の
充
実
、
乗
馬
や
騎
法
の
上
覧
や
鷹
狩
り
、
朝
鮮
国
王
や
阿
蘭
陀
人
か
ら
の
駿
馬
献
上
な
ど
か

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
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ら
推
察
さ
れ
る
将
軍
家
光
の
馬
術
愛
好
が
（
註
三
一
）、
定
幸
の
馬
書
編
輯
の
意
欲
を
か
き
た
て
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

図
を
制
作
し
た
狩
野
尚
信
は
幕
府
の
御
画
師
。「
驪
黄
物
色
」
成
立
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
は
四
十
一
歳
、
歿
す
る
わ
ず
か
三
年
前
で
あ
る
（
註
三

二
）。
こ
の
頃
の
く
わ
し
い
動
向
は
わ
か
ら
な
い
。
前
年
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
は
九
月
末
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
京
都
に
滞
在
し
、
文
雅
慶
彦
か
ら

依
頼
さ
れ
た
三
幅
対
の
制
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
註
三
三
）。
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
二
日
に
は
江
戸
へ
む
け
出
立
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
（
註
三
四
）、

「
驪
黄
物
色
図
」
は
翌
年
、
江
戸
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
尚
信
へ
の
制
作
依
頼
の
理
由
も
あ
か
さ
れ
な
い
が
、
幕
府
の
馬
預
が
編
纂
し
、

儒
官
の
序
跋
を
よ
せ
る
馬
書
に
、
幕
府
の
御
画
師
が
図
を
か
く
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
も
、
尚
信
は
、
い
ま
だ
将
軍
秀
忠
存
命
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
ま
ず
は
家
光
に
御
目
見
得
し
、
直
ち
に
御
用
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
と
つ
た
わ
り
（
註
三
五
）
、
江
戸
へ
召
さ
れ
た
の
も
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
、

家
光
の
将
軍
就
任
の
の
ち
で
あ
っ
た
よ
う
に
（
註
三
六
）、
家
光
と
の
つ
な
が
り
は
つ
よ
い
。

称
徳
館
本
の
奥
書
の
一
に
は
、
定
幸
の
末
裔
の
談
と
し
て
（
資
料
一
の
四

註
三
七
）
、
「
驪
黄
物
色
図
」
の
制
作
に
あ
た
り
定
幸
が
尚
信
に
驥
骨
毛
色

を
口
授
し
、
尚
信
は
は
じ
め
て
画
馬
の
精
妙
を
覚
え
た
と
欣
喜
し
た
と
つ
た
え
て
い
る
。「
驪
黄
物
色
図
」
は
、
馬
事
重
視
の
気
運
の
な
か
、
幕
府
馬
預
定

幸
の
知
識
と
、
御
画
師
尚
信
の
画
技
と
が
相
呼
応
し
て
う
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

驪
黄
物
色
図
の
構
成
と
図
様
の
由
来

「
驪
黄
物
色
図
」
の
原
本
の
伝
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
驪
黄
物
色
図
」
が
「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
一
具
で
あ
る
な
ら
、
全
体
の
構
成
も
「
驪
黄

物
色
図
説
」
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
か
ん
が
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
諸
写
本
の
体
裁
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
七
例
（
註
三
八
）
の
う
ち
、
称
徳
館
本
な
ど
六
例

三
六
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は
乾
坤
巻
を
つ
う
じ
て
、
分
類
、
馬
名
の
排
列
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
。
た
だ
一
例
、
岩
瀬
文
庫
の
「
驪
黄
物
色
図
説
」（
以
下
、
岩
瀬
文
庫
本
と
称
す
）
だ

け
が
、
乾
巻
で
は
分
類
も
馬
名
の
排
列
も
ほ
か
の
六
例
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
坤
巻
で
は
分
類
、
排
列
も
こ
と
な
り
、
牛
の
部
分
も
欠

落
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
内
容
を
同
じ
く
す
る
六
例
の
構
成
を
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
原
状
に
近
い
も
の
と
想
定
し
、
題
辞
を
そ
な
え
る
称
徳
館
本
を
そ
の
代
表
と

し
て
、
称
徳
館
本
系
と
称
す
る
。
称
徳
館
本
の
分
類
は
、
乾
巻
が
「
木
色
馬
一
十
三
疋
」
、
「
火
色
馬
二
十
一
疋
」
、
「
金
色
馬
一
十
三
疋
」
、
「
水
色
馬
一
十

疋
」、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
土
色
馬
」
も
ふ
く
む
と
す
る
。
坤
巻
は
「
駁
馬
二
十
疋
」、「
駁
毛
凶
馬
一
十
六
疋
」、「
善
旋
毛
馬
二
疋
」、「
悪
旋
毛
馬
三
疋
」、「
悪

旋
毛
牛
二
疋
」
、
「
犂
毛
凶
牛
四
疋
」
、
「
犂
毛
吉
牛
八
疋
」
で
あ
る
。
牛
馬
の
総
数
は
、
定
幸
が
題
辞
に
い
う
「
馬
牛
一
百
一
十
有
二
疋
」
と
な
る
（
註
三

九
）
。
こ
れ
と
こ
と
な
る
岩
瀬
文
庫
本
の
坤
巻
で
は
、
「
駁
毛
馬
二
十
匹
駁
毛
凶
馬
一
十
六
匹
」
と
「
善
旋
毛
馬
二
匹
悪
旋
毛
馬
三
匹
」
に
二
分
す
る
。
そ

の
た
め
、
吉
凶
善
悪
は
混
在
す
る
。
こ
の
不
都
合
か
ら
、
岩
瀬
文
庫
本
の
原
本
の
成
立
は
称
徳
館
本
系
の
原
本
よ
り
お
く
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

「
驪
黄
物
色
図
」
で
は
、
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
排
列
に
し
た
が
っ
て
馬
、
牛
は
な
ら
べ
ら
れ
、
御
花
本
の
原
状
と
し
て
想
定
し
た
よ
う

に
、
上
巻
巻
頭
に
羅
山
の
序
、
馬
師
皇
図
、
下
巻
巻
頭
に
郭
璞
図
、
牛
の
図
の
あ
と
に
鵞
峰
の
跋
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
尚
信
は
牛
馬
を
、

毛
色
識
別
が
容
易
で
あ
る
よ
う
に
、
近
景
の
描
写
対
象
と
し
て
大
き
く
え
が
き
、
背
景
は
御
花
本
の
よ
う
な
簡
素
な
自
然
景
を
え
が
き
そ
え
た
と
か
ん
が

え
ら
れ
る
。

で
は
、
そ
こ
に
配
さ
れ
た
牛
馬
の
形
姿
は
ど
こ
か
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
考
と
な
る
の
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
立
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術

館
蔵
群
馬
図
巻
（
以
下
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
本
と
称
す

資
料
二
の
二
四

註
四
〇
）
で
あ
る
。
こ
の
画
巻
に
は
狩
野
山
雪
と
の
落
款
、
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
九
月
の
那
波
活
所
の
跋
が
あ
り
、
こ
の
跋
か
ら
す
る
と
原
本
は
狩
野
山
雪
筆
馬
毛
同
異
図
、
こ
れ
は
そ
の
模
本
で
あ
る
。
巻
頭
に
文
山
な
る

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
六
七

（5）



ひ
と
の
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
書
家
佐
々
木
文
山
（
註
四
一
）
で
あ
れ
ば
、
元
禄
年
間
前
後
の
模
本
と
な
ろ
う
か
。
い
に
し
え
よ
り
馬
の
毛
色
は
三
十
三
種

と
つ
た
わ
る
と
跋
に
述
べ
る
よ
う
に
、
三
十
三
疋
の
馬
を
え
が
き
（
註
四
二
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
ら
に
和
名
を
漢
字
表
記
す
る
。
画
像
に
よ
っ
て
形
姿
を
確

認
し
た
三
十
疋
の
う
ち
、
御
花
本
と
同
形
姿
あ
る
い
は
き
わ
め
て
類
似
す
る
も
の
は
二
十
疋
で
あ
る
。
な
か
で
も
踞
る
馬
な
ど
六
疋
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
形

姿
で
御
花
本
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
原
本
を
活
動
時
期
の
か
さ
な
る
京
狩
野
の
山
雪
と
江
戸
の
尚
信
と
す
る
馬
図
に
お
い
て
、
偶
然
の
一
致
と
す
る
に
は
躊

躇
さ
れ
る
ほ
ど
近
似
す
る
図
様
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

山
雪
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
林
羅
山
の
依
頼
に
よ
っ
て
歴
聖
大
儒
像
を
制
作
し
て
い
る
。
山
雪
は
下
絵
作
成
に
あ
た
り
、
羅
山
の
み
な
ら
ず

堀
杏
庵
へ
も
意
見
を
も
と
め
る
な
ど
緊
密
な
交
流
が
あ
っ
た
（
註
四
三
）。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
黒
沢
定
幸
の
『
相
驥
鑑
』
は
羅
山
の
序
、
杏
庵
の
跋
を

も
つ
。『
相
驥
鑑
』
の
杏
庵
の
跋
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の
七
月
、
馬
名
同
異
図
の
活
所
の
跋
は
同
じ
年
の
九
月
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、

藤
原
惺
窩
門
の
四
天
王
（
註
四
四
）
と
さ
れ
る
羅
山
、
杏
庵
、
活
所
の
関
心
事
の
ひ
と
つ
に
馬
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
か
れ
ら
が
「
驪
黄
物
色
図
」
の
成

立
に
関
与
し
、
か
れ
ら
を
通
じ
て
尚
信
が
馬
毛
同
異
図
を
み
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
形
姿
に
は
近
似
が
あ
り
な
が
ら
、
排
列

や
場
面
設
定
に
は
大
き
な
へ
だ
た
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
本
と
御
花
本
の
類
似
は
転
写
の
故
で
は
な
く
、
山
雪
と
尚
信
の
画
嚢
に
共
通

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
た
い
。

こ
の
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
本
に
も
、
の
ち
に
ふ
れ
る
驥
毛
図
解
に
も
、
手
本
や
祖
本
と
し
て
の
中
国
画
が
存
在
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
四

五
）
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
本
の
み
な
ら
ず
御
花
本
に
も
た
だ
一
疋
え
が
か
れ
る
痩
馬
は
（
註
四
六
）
、

�開
の
駿
骨
図
巻
（
註
四
七
）
や
任
仁

発
の
痩
馬
（
註
四
八
）
よ
う
な
先
例
な
く
し
て
の
採
用
は
か
ん
が
え
が
た
く
、
御
花
本
に
お
い
て
牛
の
首
部
分
を
比
較
的
細
く
長
く
え
が
く
と
こ
ろ
も
、

李
迪
筆
帰
牧
図
（
註
四
九
）
や
狩
野
探
幽
の
学
古
帖
に
戴
嵩
に
学
ん
だ
と
し
て
の
せ
る
牧
牛
図
（
註
五
〇
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
水
牛
の
描
写
に

由
来
す

三
六
八

（6）



る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
驪
黄
物
色
図
」
の
場
合
は
「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
一
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
定
の
画
巻
を
手
本
と
し
た
の
で
は

な
く
、
図
様
の
源
と
し
て
、
中
国
画
も
ふ
く
む
、
た
と
え
ば
室
町
時
代
の
年
紀
を
有
す
る
鳥
類
図
巻
（
註
五
一
）
の
よ
う
な
、
狩
野
派
の
な
か
で
蓄
積
さ

れ
た
牛
馬
図
集
の
類
を
想
定
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
尚
信
は
何
故
牛
馬
を
野
辺
に
放
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
牛
馬
の
図
鑑
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
伝
韓
滉
の
五
牛
図
巻
（
註
五
二
）
や
駿
牛
図

（
註
五
三
）
の
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
夾
雑
物
を
さ
け
て
、
並
列
さ
せ
て
え
が
く
の
が
適
切
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
尚
信
は
、
横
に
長
く
つ
づ
く
画
面
を

い
か
し
て
、
牛
馬
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
姿
の
連
鎖
が
う
み
だ
す
お
も
し
ろ
さ
を
も
え
が
こ
う
と
し
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
牛
馬
は
自
然
の
な
か
で
自
由

に
あ
そ
ぶ
す
が
た
に
え
が
か
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
方
に
は
、
尚
信
が
目
に
し
た
と
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
李
公
麟
の
臨
韋
偃
牧
放
図
（
註
五
四
）

や
張
穆
の
滾
塵
図
巻
や
八
駿
図
巻
（
註
五
五
）
の
よ
う
に
、
野
に
放
た
れ
た
群
馬
が
主
た
る
題
材
の
画
巻
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
み
ら
れ

る
自
然
景
観
と
、
と
き
に
遠
く
近
く
配
さ
れ
た
馬
た
ち
と
の
合
理
的
で
調
和
の
と
れ
た
描
写
に
く
ら
べ
て
、
た
と
え
ば
御
花
本
の
自
然
描
写
は
あ
ま
り
に

も
簡
略
で
具
体
性
に
欠
け
る
。
毛
色
の
識
別
と
い
う
こ
の
画
巻
第
一
の
役
割
を
そ
こ
な
わ
ず
、
観
賞
に
も
た
え
る
絵
画
と
し
て
の
表
現
を
模
索
し
た
結
果

に
ち
が
い
な
い
。

四
「
驪
黄
物
色
図
」
の
模
本
と
類
例

御
花
本
の
位
置
づ
け

「
驪
黄
物
色
図
」
の
模
本
は
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
写
本
よ
り
さ
ら
に
多
様
で
あ
る
。
御
花
本
の
場
合
、
上
巻
は
、
二
疋
の
馬
（
註
五
六
）
を
の
ぞ
く

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
六
九

（7）



と
称
徳
館
本
乾
巻
と
同
じ
排
列
で
あ
る
が
、
下
巻
と
坤
巻
で
は
、
牛
馬
名
は
共
通
す
る
が
排
列
は
一
致
し
な
い
。
そ
の
排
列
は
岩
瀬
文
庫
本
坤
巻
に
近
い

が
、
同
一
で
は
な
い
。「
驪
黄
物
色
図
」
の
諸
模
本
そ
れ
ぞ
れ
に
典
拠
と
し
て
対
応
す
る
「
驪
黄
物
色
図
説
」
が
あ
っ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
。
模
本

の
多
様
は
、「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
「
驪
黄
物
色
図
」
の
対
応
関
係
が
し
だ
い
に
希
薄
と
な
り
、
図
の
部
が
独
立
し
て
転
写
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。

「
驪
黄
物
色
図
」
の
模
本
、
類
例
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
作
例
を
資
料
二
と
し
て
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
複
写
、
部
分
写
真
、
論
文
の
記
述
に
よ
っ

て
い
る
た
め
牛
馬
名
を
は
じ
め
と
し
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
、
序
と
跋
、
馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
そ
し
て
牛
の
部
分
は
し
ば
し

ば
欠
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
項
で
は
、
お
も
に
馬
の
部
分
、
そ
の
形
姿
と
排
列
に
着
目
し
て
、
御
花
本
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
画
巻
の
相
互
関
係
を

検
討
し
た
。

前
項
で
仮
定
し
た
よ
う
に
「
驪
黄
物
色
図
」
の
原
本
が
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
に
し
た
が
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
も
っ
と
も

近
似
す
る
構
成
は
東
京
藝
術
大
学
蔵
馬
師
皇
巻
（
以
下
、
東
京
藝
大
本
と
称
す

資
料
二
の
一
）
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
東
京
藝
大
本
は
、
序
跋
の
位
置
は

逆
転
し
て
い
る
も
の
の
林
羅
山
と
鵞
峰
の
文
、
馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
九
十
八
疋
、
牛
十
四
頭
、
牛
馬
名
を
そ
な
え
、
画
中
に
尚
信
の
落
款
が
あ
り
、

常
信
模
本
と
し
て
栄
川
の
所
持
し
て
い
た
も
の
の
う
つ
し
で
あ
る
。

東
京
藝
大
本
の
上
巻
で
は
た
だ
一
箇
所
、
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
乾
巻
の
馬
名
の
排
列
と
こ
と
な
る
箇
所
あ
る
。
称
徳
館
本
で
は
「
赤
驃
」、

「
驃
」
、
「
粉
觜

�」
、
「

�」
と
な
ら
ぶ
が
、
東
京
藝
大
本
で
は
「
赤
驃
」
、
「

�」
、
「
驃
」
、
「
粉
觜

�」
と
つ
づ
く
。
こ
れ
は
、
「

�」
を
仔
馬
と
し
て
、
母

馬
に
見
立
て
た
「
赤
驃
」
の
お
乳
を
飲
む
す
が
た
に
え
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
四
疋
は
か
さ
な
る
よ
う
に
え
が
か
れ
て
お
り
、
小
さ
な
か
ら
だ
の

「

�」
が
母
馬
の
前
面
に
配
さ
れ
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
下
巻
は
、
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
坤
巻
の
分
類
、
排
列
と
の
対
応
は
み
い
だ
せ
な
い
。

三
七
〇

（8）



と
こ
ろ
が
、
こ
の
下
巻
の
排
列
は
さ
き
に
御
花
本
の
下
巻
に
近
い
と
指
摘
し
た
岩
瀬
文
庫
本
の
坤
巻
の
排
列
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
東
京

藝
大
本
上
巻
を
岩
瀬
文
庫
本
乾
巻
と
比
較
す
る
と
、
「

�」
の
ほ
か
に
、
「
駱
」
の
位
置
も
こ
と
な
っ
て
い
る
。
「
駱
」
の
位
置
は
、
「

�」
の
場
合
の
よ
う

な
、
図
様
の
う
え
で
の
必
要
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。
馬
の
排
列
に
お
け
る
東
京
藝
大
本
と
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
符
合
は
、
あ
る
時
点
で
そ
れ

ぞ
れ
の
原
本
が
対
応
し
て
い
た
と
想
定
す
る
に
十
分
な
近
さ
を
も
っ
て
い
る
。
仮
に
東
京
藝
大
本
の
典
拠
と
し
て
の
「
驪
黄
物
色
図
説
」
を
想
定
す
る
な

ら
、
称
徳
館
本
と
岩
瀬
文
庫
本
の
あ
い
だ
、
岩
瀬
文
庫
本
に
近
い
一
本
と
な
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
東
京
藝
大
本
と
御
花
本
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
の
排
列
は
、
ま
ず
上
巻
の
場
合
、
「

�」
（
御
花
本
馬

21）
の
位
置

は
同
じ
で
、
と
も
に
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
は
こ
と
な
っ
て
い
る
。
上
巻
に
お
い
て
こ
の
二
本
が
こ
と
な
る
の
は
「

�」
の
周
辺
五
疋
の
部

分
と
、「

�」
と
「

�油
馬
」
の
二
疋
で
あ
る
。
東
京
藝
大
本
で
は
「

�」
は
地
面
に
う
ず
く
ま
り
背
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
と
な
り
に
や
は
り
う
ず
く
ま

る
「
宿

�」
、
「
斑

�」
が
な
ら
び
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
「
赭
黄
馬
」
と
「

�」
が
配
さ
れ
、
こ
の
五
疋
で
ひ
と
つ
の
群
れ
を
な
し
て
い
る
（
図

32）
。
こ

の
群
れ
か
ら
四
疋
を
へ
だ
て
た
と
こ
ろ
に
、
「

�」
と
「

�油
馬
」
の
二
疋
は
か
さ
ね
て
え
が
か
れ
て
い
る
（
図

32）
。
こ
の
ふ
た
つ
の
群
れ
が
、
御
花
本

で
は
七
疋
か
ら
な
る
ひ
と
つ
の
群
れ
と
な
っ
て
い
る
（
図

33）。
つ
ま
り
東
京
藝
大
本
の
「

�」
と
「

�油
馬
」
は
、「
赭
黄
馬
」（
御
花
本
馬

36）、「

�」

（
御
花
本
馬

37）
、
「
宿

�」
（
御
花
本
馬

38）
、
「
斑

�」
（
御
花
本
馬

39）
、
「

�」
（
御
花
本
馬

41）
の
五
疋
の
群
れ
に
と
り
こ
ま
れ
い
る
。
し
か
も
、
う

ず
く
ま
っ
て
い
た
東
京
藝
大
本
の
「

�」
に
御
花
本
で
は
「
赭
黄
馬
」、
佇
ん
で
い
た
「
赭
黄
馬
」
に
「

�」
と
、
逆
の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
東
京
藝
大

本
で
一
組
を
な
し
て
い
た
「

�」（
御
花
本
馬

35）
と
「

�油
馬
」（
御
花
本
馬

40）
は
、
御
花
本
で
は
分
離
さ
れ
て
、
佇
む
「

�」
の
左
と
右
と
に
配
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
配
置
変
更
の
理
由
は
、
画
巻
全
体
の
構
図
に
由
来
す
る
。
東
京
藝
大
本
で
は
、
牛
馬
は
体
を
接
し
て
、
画
面
の
手
前
か
ら
奥
へ
と
か
さ
ね
て
え
が

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
七
一

（9）



三
七
二

（10）

図
33
御
花
史
料
館
所
蔵
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
・
上
巻
（
部
分
）

図
32
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
馬
師
皇
巻
・
上
巻
（
部
分
）



か
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
御
花
本
は
、
群
れ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
群
れ
の
な
か
の
馬
の
配
置
は
密
で
は
な
く
、
と
な

り
あ
う
群
れ
の
間
に
も
比
較
的
広
い
空
間
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
東
京
藝
大
本
で
は
五
疋
の
群
れ
は
充
実
し
つ
つ
、
そ
の
左
右
の
馬
た
ち
と
も

ほ
ど
よ
い
連
続
性
を
た
も
っ
て
い
た
が
、
御
花
本
で
は
「

�」
、
「

�油
馬
」
を
く
わ
え
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
「
赭
黄
馬
」
（
御
花
本
馬

36）
の
周
辺
は
弛

緩
し
た
構
図
に
陥
り
か
ね
な
い
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
東
京
藝
大
本
に
お
い
て
「

�」
、
「

�油
馬
」
は
、
五
疋
の
群
れ
か
ら
四
疋
を
へ
だ
て
た
と
こ

ろ
に
え
が
か
れ
て
い
た
。
画
巻
全
体
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
な
く
移
動
さ
せ
る
に
も
っ
と
も
適
し
た
位
置
と
形
姿
の
馬
が
「

�」
、
「

�油
馬
」

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
、
毛
色
と
し
て
は
き
わ
め
て
類
似
す
る
「
赭
黄
馬
」
と
「

�」
の
、
名
の
と
り
ち
が
え
も
生
じ
た
の
で

あ
ろ
う
。

下
巻
に
お
け
る
馬
の
排
列
も
き
わ
め
て
近
い
。
こ
と
な
る
の
は
、
「

�」
（
御
花
本
馬

74）
、
「

�」
（
御
花
本
馬

78）
、
「

�」
（
御
花
本
馬

91）
、
「

�」

（
御
花
本
馬

84）
と
「

�」（
御
花
本
馬

85）
の
五
疋
の
馬
の
位
置
に
す
ぎ
な
い
。
位
置
が
か
わ
っ
て
も
、
同
じ
馬
名
の
馬
の
形
姿
は
同
じ
で
あ
る
。
東
京

藝
大
本
に
お
い
て
体
を
か
さ
ね
て
え
が
か
れ
る
「

�」
と
「

�」
は
、
一
組
を
な
す
そ
の
図
様
の
ま
ま
で
移
動
し
て
い
る
。
東
京
藝
大
本
で
は
下
巻
の
後

半
部
分
に
位
置
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
馬
は
、
御
花
本
下
巻
の
な
か
ば
以
降
に
点
々
と
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
の
ち
が
い
も
、
上
巻
と
同
じ
よ
う
に
画

巻
の
構
図
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
御
花
本
で
は
、
い
わ
ば
と
り
す
ぎ
た
余
裕
を
埋
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
五
疋
は
移
動
さ
せ
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
京
藝
大
本
と
御
花
本
に
お
け
る
差
異
を
構
図
の
必
要
か
ら
生
じ
た
と
み
と
め
る
な
ら
ば
、
御
花
本
は
、
東
京
藝
大
本
系
の
「
驪
黄
物

色
図
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
京
藝
大
本
か
ら
わ
ず
か
な
展
開
を
果
た
し
た
一
本
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
位
置
づ
け
は
、
次
項
に
述
べ
る

よ
う
な
諸
模
本
の
展
開
の
あ
と
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
東
京
藝
大
本
と
馬
名
、
形
姿
、
排
列
を
同
じ
く
す
る
模
本
と
し
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
驪
黄
物
色
（
資
料
二
の
二
）、
同
じ
と
推
測
さ
れ
る

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
七
三

（11）



例
と
し
て
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
馬
牛
古
図
巻
（
資
料
二
の
三
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
御
花
本
（
資
料
二
の
四
）
と
一
致
す
る
例

が
狩
野
文
庫
本
（
資
料
二
の
五
）
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
東
京
藝
大
本
や
御
花
本
と
強
い
類
似
性
の
期
待
さ
れ
る
例
は
入
札
目
録
の
驪
黄
物
色

図
巻
（
資
料
二
の
六
）
と
、
牛
図
は
そ
な
え
な
い
が
、
馬
の
博
物
館
蔵
百
馬
図
（
資
料
二
の
七
註
五
七
）、
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
馬
相
図
（
資
料
二
の
八
）

で
あ
る
。
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
馬
相
図
は
、
こ
れ
ま
で
み
い
だ
し
た
な
か
で
唯
一
絹
本
の
作
例
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
展
開

こ
れ
ま
で
あ
げ
た
諸
模
本
は
、
馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
や
牛
図
の
欠
落
が
あ
り
、
配
置
は
い
さ
さ
か
こ
と
な
ろ
う
と
も
、
馬
の
形
姿
は
同
一
の
も
の
が
用

い
ら
れ
、
同
一
形
姿
の
馬
の
名
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
馬
の
形
姿
は
同
一
な
が
ら
、
そ
れ

に
付
さ
れ
た
馬
名
の
こ
と
な
る
例
や
、
新
た
な
形
姿
の
馬
の
導
入
の
み
と
め
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

早
稲
田
大
学
蔵
百
馬
図
（
以
下
、
早
稲
田
大
学
本
と
称
す

資
料
二
の
九
）
は
、
乾
坤
二
巻
に
文
字
通
り
百
疋
の
馬
を
え
が
く
。
ほ
と
ん
ど
の
形
姿
、

そ
の
馬
名
が
東
京
藝
大
本
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
錯
簡
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
排
列
が
四
箇
所
で
こ
と
な
り
、
馬
名
の
な
い
馬
九
疋
と
東
京
藝
大
本
と

形
姿
は
同
じ
で
馬
名
の
こ
と
な
る
二
組
四
疋
の
馬
が
い
る
。
無
名
の
馬
の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
藝
大
本
の
な
か
に
類
似
の
形
姿
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
乾
巻
の
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
走
る
馬
、
坤
巻
の
前
脚
を
た
か
く
か
か
げ
て
ふ
り
む
く
馬
は
東
京
藝
大
本
系
に
は
み
ら
れ
な
い
。
背
景
も
、
早
稲
田
大

学
本
は
御
花
本
よ
り
も
さ
ら
に
ひ
ろ
や
か
で
、
流
水
に
は
緩
急
の
変
化
が
あ
り
、
満
開
の
桜
、
柳
樹
や
竹
も
馬
と
同
程
度
の
存
在
感
を
も
つ
。
こ
の
よ
う

な
流
水
、
植
物
の
描
写
、
動
勢
の
ま
さ
る
馬
の
導
入
は
、
観
賞
画
と
し
て
の
性
格
の
強
調
が
は
か
ら
れ
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
同
形

異
名
の
馬
の
み
な
ら
ず
、
名
を
付
さ
な
い
馬
の
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
は
、
馬
名
よ
り
も
図
様
の
継
承
が
重
ん
じ
ら
れ
た
転
写
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

三
七
四
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図
様
を
継
承
し
な
が
ら
、
馬
名
が
な
く
、
観
賞
の
み
を
目
的
と
し
た
作
品
も
あ
っ
た
。
狩
野
昌
運
筆
百
馬
図
画
帖
（
資
料
二
の
一
〇
）
は
、
売
立
目
録

掲
載
の
図
版
で
は
郭
璞
図
に
つ
づ
い
て
馬
図
が
あ
り
、
馬
の
形
姿
、
順
序
は
東
京
藝
大
本
系
ら
し
い
。
画
帖
の
一
面
を
考
慮
し
た
画
面
構
成
を
と
り
、
一

画
面
に
は
三
疋
程
度
の
馬
、
そ
れ
に
渓
流
や
梅
樹
な
ど
を
そ
え
て
い
る
。
筑
後
久
留
米
藩
の
藩
主
有
馬
家
に
伝
来
し
た
作
品
で
あ
る
。
絵
師
の
昌
運
は
狩

野
探
幽
の
末
弟
安
信
の
高
弟
で
、
筑
前
福
岡
藩
に
つ
か
え
た
（
註
五
八
）。

称
徳
館
蔵
百
馬
巻
（
資
料
二
の
一
一

註
五
九
）
は
一
巻
に
馬
六
十
疋
を
え
が
く
。
馬
の
形
姿
、
排
列
は
東
京
藝
大
本
の
上
巻
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
排
列

の
こ
と
な
る
の
は
三
箇
所
、
東
京
藝
大
本
に
な
い
形
姿
の
馬
は
五
疋
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
近
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
付
さ
れ
た
馬
名
は
東
京
藝
大

本
と
の
一
致
を
み
な
い
。
た
だ
し
、
馬
名
そ
の
も
の
は
、
漢
名
の
三
分
の
二
が
東
京
藝
大
本
と
共
通
す
る
。
基
本
的
に
は
「
驪
黄
物
色
図
説
」
に
も
と
づ

い
て
制
作
さ
れ
、
当
初
は
二
巻
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。
画
巻
と
し
て
東
京
藝
大
本
系
の
図
様
を
つ
よ
く
継
承
し
な
が
ら
、
個
々
の
馬
の
命
名
は

独
自
の
解
釈
が
導
入
さ
れ
た
例
と
い
え
よ
う
。
収
蔵
の
お
り
の
台
帳
に
は
、
原
画
は
狩
野
探
幽
、
湯
川
玉
流
の
模
写
と
あ
る
。

岩
瀬
文
庫
蔵
百
馬
図
（
資
料
二
の
一
二
）
は
折
本
装
の
た
め
、
巻
子
装
に
準
ず
る
画
面
が
確
保
さ
れ
る
。
背
景
は
な
く
馬
百
疋
を
え
が
く
。
馬
の
形
姿

は
、
脚
の
屈
曲
や
頭
の
傾
斜
角
度
な
ど
の
わ
ず
か
の
差
異
を
無
視
す
る
な
ら
、
す
べ
て
が
東
京
藝
大
本
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
疋
の
場
合
も

あ
る
が
、
多
く
は
数
疋
か
ら
な
る
群
れ
の
図
様
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
馬
の
排
列
、
群
れ
の
配
置
の
順
は
東
京
藝
大
本
と
一
致
を
み
ず
、

馬
名
も
和
名
を
主
と
し
て
漢
名
が
ま
じ
る
。「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
こ
と
な
る
典
拠
が
想
定
さ
れ
る
が
、
部
分
と
し
て
の
図
様
の
継
承
は
き
わ
め
て
明
瞭
で

あ
る
。
奥
書
に
よ
る
と
、
こ
の
百
馬
図
の
原
画
は
根
岸
御
行
松
家
の
第
五
代
狩
野
友
甫
宴
信
、
転
写
を
か
さ
ね
て
い
る
が
、
直
接
の
手
本
は
住
吉
内
記
蔵

本
で
あ
る
。

馬
の
博
物
館
の
驥
毛
図
解
（
資
料
二
の
一
三
註
六
〇
）
は
、「
驪
黄
物
色
図
説
」
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
た
五
性
十
毛
の
分
類
を
と
る
。
巻
頭
に
貞
享
四

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（

小
林
）

三
七
五

（13）



年
（
一
六
八
七
）
京
都
の
儒
者
熊
谷
立
閑
の
序
、
巻
末
に
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
原
田
宗
如
の
落
款
を
も
つ
。
宗
如
の
伝
は
不
詳
で
あ
る
が
、
立
閑
の

序
か
ら
す
る
と
馬
術
を
家
職
と
し
た
人
ら
し
い
。
序
や
分
類
一
覧
な
ど
の
あ
と
に
馬
師
皇
図
、
馬
図
と
つ
づ
く
。
馬
師
皇
は
立
像
で
、
中
空
の
龍
へ
手
を

さ
し
の
べ
る
（
註
六
一
）。
馬
は
百
三
十
疋
、
や
や
ゆ
る
や
か
に
形
姿
の
一
致
を
い
う
な
ら
、
東
京
藝
大
本
に
な
い
形
姿
の
馬
は
九
疋
に
す
ぎ
な
い
。
馬
名

は
「
驪
黄
物
色
図
説
」
と
大
き
く
こ
と
な
り
、
多
数
の
異
名
や
和
名
も
書
き
い
れ
て
い
る
。
編
者
独
自
の
見
解
に
も
と
づ
く
毛
色
が
、
五
性
十
毛
の
分
類

の
も
と
、
東
京
藝
大
本
系
の
馬
に
由
来
す
る
形
姿
に
著
色
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
東
京
藝
大
本
系
の
図
様
の
影
響
力
の
つ
よ
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

背
景
は
、
東
京
藝
大
本
よ
り
も
早
稲
田
大
学
本
に
近
く
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
図
様
の
岸
辺
と
波
頭
も
み
ら
れ
る
。
植
物
の
多
さ
は
早
稲
田
大
学
本
に
ま
さ

る
。
上
巻
に
は
桜
、
山
吹
、
撫
子
、
芙
蓉
、
菊
、
薄
、
枯
れ
芦
、
下
巻
で
は
桜
、
藤
、
躑
躅
、
菊
、
萩
、
薄
、
枯
れ
芦
、
巻
末
の
雪
と
、
と
も
に
四
季
の

推
移
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
模
本
に
く
ら
べ
て
賦
彩
も
濃
く
鮮
明
で
、
毛
色
の
識
別
と
と
も
に
、
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
も
意
図
し

た
画
巻
と
い
え
る
。
驥
毛
図
解
と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
を
も
つ
と
お
も
わ
れ
る
百
馬
図
巻
も
あ
り
（
資
料
二
の
一
四
註
六
二
）、
知
的
好
奇
心
に
も
応
え
る
濃

彩
の
画
巻
の
需
要
が
推
察
さ
れ
る
。

驥
毛
図
解
に
き
わ
め
て
近
い
一
例
が
、
馬
の
博
物
館
蔵
馬
四
十
八
種
（
資
料
二
の
一
五
）
で
あ
る
。
馬
の
形
姿
、
そ
の
馬
名
と
も
に
、
驥
毛
図
解
下
巻

の
一
部
分
と
一
致
す
る
。
こ
と
な
る
の
は
、
四
季
で
は
な
く
十
二
箇
月
の
景
物
を
え
が
き
こ
む
点
に
あ
る
。
現
状
で
は
、
三
月
の
ひ
ば
り
と
藤
か
ら
、
十

一
月
を
の
ぞ
い
て
、
十
二
月
の
雪
景
に
鴛
鴦
ま
で
、
定
家
詠
十
二
ヶ
月
和
歌
花
鳥
図
の
図
様
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
元
禄
年
間
に
は
刊
本
と
し
て
も
流
布
し

た
こ
の
図
様
（
註
六
三
）
の
導
入
は
、
毛
色
識
別
と
い
う
実
用
か
ら
は
な
れ
な
い
ま
で
も
、
観
賞
の
具
と
し
て
、
時
流
に
応
じ
た
工
夫
を
も
り
こ
む
制
作

の
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
馬
四
十
八
種
は
原
画
を
狩
野
安
信
筆
と
す
る
。
安
信
の
歿
年
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
こ
と
（
註
六
四
）、
驥
毛
図
解
の
成
立
前
に
歿
し
て
い

三
七
六
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る
。
馬
四
十
八
種
の
構
図
の
窮
屈
さ
は
、
驥
毛
図
解
に
花
鳥
図
を
織
り
こ
ん
だ
結
果
と
み
ら
れ
、
現
状
か
ら
は
馬
四
十
八
種
よ
り
も
驥
毛
図
解
が
先
行
す

る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
馬
四
十
八
種
に
記
す
安
信
の
名
は
、
驥
毛
図
解
や
馬
四
十
八
種
が
依
拠
し
た
画
巻
の
成
立
に
、
尚
信
の
弟
安
信
が
関
与

し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
か
ん
が
え
た
い
。

ま
た
、
大
坪
定
易
撰
馬
相
図
（
資
料
二
の
一
六
、
一
七

註
六
五
）
も
、
東
京
藝
大
本
系
の
図
様
の
影
響
下
に
あ
る
。
ギ
メ
東
洋
美
術
館
所
蔵
の
馬
相

図
模
本
に
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
大
高
坂
季
明
の
序
、
橘
保
春
、
有
本
英
達
の
後
序
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
定
易
は
黒
沢
作
百
馬
図
と
同

じ
馬
百
二
十
疋
に
、
雑
異
馬
十
二
を
く
わ
え
た
百
三
十
二
疋
を
と
り
あ
げ
た
と
い
う
。『
海
外
所
在
日
本
美
術
調
査
報
告
』
掲
載
図
版
の
五
疋
は
、
馬
名
は

こ
と
な
る
が
、
東
京
藝
大
本
と
同
形
姿
、
同
一
順
序
で
あ
る
。
驥
毛
図
解
と
同
様
、
毛
色
の
解
釈
は
独
自
で
あ
る
が
、
馬
の
形
姿
は
東
京
藝
大
本
系
の
画

巻
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
冊
子
装
で
、
馬
の
形
姿
、
排
列
と
も
に
東
京
藝
大
本
系
に
近
似
す
る
例
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
驪
黄
物
色
図
（
資
料
二
の
一
八
）、

盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
百
馬
之
図
（
資
料
二
の
一
九
註
六
六
）、
岩
手
県
立
図
書
館
の
百
馬
百
毛
図
（
資
料
二
の
二
〇
註
六
七
）
が
あ
る
。
国
立
国
会

図
書
館
の
驪
黄
物
色
図
は
巻
子
装
の
図
様
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
冊
子
装
に
う
つ
し
か
え
た
も
の
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
と
岩
手
県
立
図
書
館
の
例
は
、
半
丁

に
一
疋
宛
を
え
が
く
。
巻
子
装
で
は
群
れ
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
た
も
の
も
、
群
れ
の
な
か
に
い
た
と
き
の
形
姿
そ
の
ま
ま
に
え
が
か
れ
て
い
る
。

東
京
藝
大
本
系
「
驪
黄
物
色
図
」
の
馬
の
形
姿
、
群
れ
の
図
様
は
、
馬
名
や
分
類
が
か
わ
ろ
う
と
も
、
く
り
か
え
し
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
尚
信
の
「
驪
黄
物
色
図
」
の
図
様
が
馬
書
に
お
け
る
馬
図
の
規
範
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
七
七

（15）



類
例こ
の
ほ
か
、
五
性
十
毛
の
分
類
を
と
る
三
例
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
百
馬
図
（
資
料
二
の
二
一
）
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
百
馬
図
（
資
料
二
の
二
二
）
、
岩
瀬

文
庫
蔵
馬
之
図
（
資
料
二
の
二
三

註
六
八
）
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
百
馬
図
は
一
巻
に
馬
百
疋
を
え
が
き
、
静
嘉
堂
文
庫
の
百
馬
図
は
そ
の
後

半
部
分
五
十
疋
と
馬
の
形
姿
と
そ
の
馬
名
も
一
致
す
る
。
馬
名
は
一
例
だ
け
を
記
し
、
背
景
も
な
く
、
斑
文
を
縞
模
様
や
洲
浜
の
よ
う
な
模
様
に
あ
ら
わ

す
な
ど
毛
色
の
表
現
も
単
純
素
朴
で
、
童
幼
の
具
で
あ
る
か
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
表
現
の
へ
だ
た
り
は
き
わ
め
て
大
き
い
が
、
東
京
藝
大
本
系
と
類

似
す
る
形
姿
も
み
と
め
ら
れ
る
。

岩
瀬
文
庫
の
馬
之
図
は
、
冊
子
装
な
が
ら
、
図
様
か
ら
直
接
の
原
本
は
画
巻
と
推
察
さ
れ
る
。
驥
毛
図
解
と
同
じ
く
馬
百
三
十
疋
、
馬
名
は
驥
毛
図
解

と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
が
、
排
列
は
驥
毛
図
解
と
か
な
り
こ
と
な
り
、
形
姿
と
そ
の
馬
名
の
組
み
あ
わ
せ
も
ほ
と
ん
ど
こ
と
な
る
。
形
姿
の
類
似
を
ゆ

る
や
か
に
か
ん
が
え
る
な
ら
、
東
京
藝
大
本
系
に
み
ら
れ
な
い
形
姿
は
十
七
様
、
三
十
五
疋
ほ
ど
と
な
る
。
東
京
藝
大
本
系
に
は
な
く
、
驥
毛
図
解
に
み

い
だ
さ
れ
た
三
様
の
形
姿
が
こ
の
馬
之
図
に
み
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
群
れ
の
と
し
て
の
図
様
の
類
似
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
驥
毛
図
解
と
祖

本
を
同
じ
く
す
る
と
は
か
ん
が
え
に
く
い
。
馬
百
三
十
疋
を
五
性
十
毛
に
分
類
す
る
馬
書
は
、
岩
瀬
文
庫
の
馬
之
図
の
原
本
が
先
行
し
、
の
ち
に
図
様
の

う
え
で
「
驪
黄
物
色
図
」
の
影
響
を
う
け
た
驥
毛
図
解
が
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
び

日
本
の
近
世
絵
画
に
お
い
て
馬
は
、
流
派
の
枠
を
こ
え
て
、
厩
図
や
調
馬
図
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
え
が
か
れ
た
（
註
六
九
）。
そ
し
て
牛
も
ま

三
七
八
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た
、
馬
に
は
及
ば
な
い
な
が
ら
も
、
少
な
か
ら
ず
え
が
か
れ
て
い
る
（
註
七
〇
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
驪
黄
物
色
図
」
の
よ
う
に
、
画
巻
で
あ
り
、
画
中

に
人
物
を
ま
じ
え
な
い
と
い
う
条
件
を
み
た
す
も
の
は
多
く
は
な
い
。
こ
の
ふ
た
つ
の
条
件
を
そ
な
え
る
例
と
し
て
は
、「
驪
黄
物
色
図
」
の
模
本
や
類
例

と
し
て
さ
き
に
ふ
れ
た
諸
本
を
の
ぞ
く
と
き
、
狩
野
探
幽
の
百
馬
図
巻
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

探
幽
は
少
な
く
と
も
三
種
の
百
馬
図
巻
を
制
作
し
て
い
る
（
註
七
一
）。
模
本
や
版
本
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
原
本
は
確
認
さ
れ
な
い
。
い
ず
れ
も

山
野
の
馬
を
え
が
く
が
、「
驪
黄
物
色
図
」
と
こ
と
な
る
の
は
、
遠
景
の
馬
を
も
え
が
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
近
景
に
遠
景
、
あ
る
い
は
中
景
を
く
わ
え
る

場
合
も
あ
る
が
、「
驪
黄
物
色
図
」
同
様
、
画
中
の
自
然
描
写
に
は
全
体
と
し
て
の
連
続
性
も
統
一
感
も
希
薄
で
あ
る
。
自
然
景
は
続
い
た
り
、
と
ぎ
れ
た

り
し
な
が
ら
、
背
景
を
つ
く
り
な
し
て
い
る
。
ま
た
『
画
巧
潜
覧
』
掲
載
の
百
馬
図
巻
で
は
、
お
お
む
ね
勾
勒
描
で
え
が
く
な
か
に
、
肥

�の
あ
る
墨
絵

風
の
略
筆
の
馬
が
ま
じ
っ
て
い
る
。
筆
勢
の
妙
を
み
せ
る
た
め
か
、
筆
法
さ
え
も
自
在
に
か
え
る
探
幽
の
場
合
は
、
駿
馬
で
も
放
牧
で
も
な
く
、
画
巻
に

あ
そ
ぶ
画
馬
で
あ
る
。

こ
れ
ら
探
幽
の
百
馬
図
巻
は
、
毛
色
の
違
い
も
意
識
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
え
が
く
こ
と
を
目
的
と
は
し
な
い
。
馬
た
ち
の
群
れ
が
さ
ま
ざ
ま
に

離
合
集
散
す
る
よ
う
す
を
追
跡
す
る
よ
う
な
、
画
巻
形
式
の
特
性
を
生
か
し
た
構
成
が
主
眼
で
あ
る
。
個
々
の
馬
の
形
姿
に
は
「
驪
黄
物
色
図
」
の
な
か

に
類
似
の
も
の
を
み
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
尚
信
と
そ
の
兄
探
幽
の
間
で
の
図
様
の
共
有
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
探
幽
の
百
馬
図
巻
の
う

ち
二
本
が
、
行
年
書
に
よ
っ
て
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
と
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
作
、
す
な
わ
ち
「
驪
黄
物
色
図
」
に
お
く
れ
て
制
作
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
探
幽
に
お
け
る
百
馬
図
巻
の
制
作
は
、
多
様
な
形
姿
の
馬
た
ち
を
え
が
き
連
ね
た
「
驪
黄
物
色
図
」
に
触
発
さ
れ
た
試
み

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
探
幽
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
、
江
戸
城
本
丸
の
た
め
に
、
山
野
に
あ
そ
ぶ
牛
馬
図
の
屏
風
を
制
作
し
て
い
る
（
註
七
二
）
。
群
馬
に
わ

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
七
九
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ず
か
な
牛
を
く
わ
え
た
こ
の
図
様
は
、
牛
馬
の
頭
数
の
不
均
衡
も
、
人
物
の
み
い
だ
せ
な
い
点
も
「
驪
黄
物
色
図
」
に
近
い
。
こ
の
屏
風
は
制
作
当
初
か

ら
注
目
を
あ
つ
め
た
作
品
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
制
作
後
、
お
そ
く
と
も
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
ま
で
に
は
弟
子
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
て
お
り
（
註
七
三
）、

複
数
の
模
本
が
つ
た
わ
る
（
註
七
四
）。
ま
た
、
探
幽
は
じ
め
三
十
六
名
の
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
か
ら
同
十
三
年
（
一
六
七

三
）
の
あ
い
だ
に
牛
馬
図
双
幅
を
制
作
（
註
七
五
）、
安
信
は
じ
め
八
名
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
頃
に
柳
下
群
牛
之
図
を
制
作
し
て
い
る
（
註
七
六
）。

こ
の
よ
う
な
探
幽
、
安
信
等
の
牛
馬
を
え
が
く
作
品
が
、
尚
信
の
「
驪
黄
物
色
図
」
の
あ
と
に
続
出
し
て
い
る
こ
と
も
偶
然
と
は
い
い
き
れ
な
い
。「
驪
黄

物
色
図
」
は
牛
馬
と
い
う
題
材
に
お
い
て
周
辺
の
絵
師
た
ち
の
制
作
を
う
な
が
し
（
註
七
七
）、
江
戸
時
代
の
狩
野
派
の
牛
馬
図
や
百
馬
図
の
み
な
も
と
な
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
註
七
八
）。

ま
た
こ
の
時
期
、
狩
野
家
の
絵
師
た
ち
は
牛
馬
に
か
ぎ
ら
ず
、
け
も
の
を
え
が
い
て
い
る
。『
古
画
備
考
』
に
よ
る
と
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
を
制

作
時
期
の
下
限
と
す
る
毛
物
尽
が
あ
り
（
註
七
九
）
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
林
鵞
峰
の
跋
を
も
つ
狩
野
家
八
名
の
合
作
に
な
る
群
毛
図
巻
が
あ
っ
た

（
註
八
〇
）
。
そ
れ
ら
は
け
も
の
名
称
や
跋
か
ら
、
た
と
え
ば
細
川
有
孝
筆
諸
獣
図
（
註
八
一
）
の
よ
う
な
、
実
在
す
る
け
も
の
と
架
空
の
動
物
を
な
ら
べ

お
い
た
作
品
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
け
も
の
の
種
の
識
別
を
念
頭
に
お
い
た
制
作
は
毛
色
の
識
別
を
目
的
と

す
る
「
驪
黄
物
色
図
」
に
通
ず
る
。
図
鑑
的
制
作
は
、
対
象
の
正
確
な
把
握
と
再
現
描
写
の
意
欲
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ
と
も
な
う
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

称
徳
館
本
の
題
辞
は
、
尚
信
の
図
を
「
そ
の
筋
骨
、
皮
毛
、
悉
く
殊
相
を
窮
め
て
、
お
の
ず
か
ら
神
観
あ
り
」
と
讃
え
た
の
ち
に
、「
こ
れ
国
厩
の
馬
を

師
と
す
る
も
の
な
り
」
と
記
す
。
こ
の
箇
所
は
、
韓
幹
の
こ
と
ば
（
註
八
二
）
に
倣
う
が
、
尚
信
も
実
際
に
厩
の
馬
を
写
生
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

馬
に
か
ぎ
っ
て
も
九
十
八
様
に
え
が
き
わ
け
た
「
驪
黄
物
色
図
」
は
、
実
際
の
毛
色
の
観
察
な
く
し
て
の
制
作
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
写

生
に
も
と
づ
く
制
作
と
さ
れ
る
探
幽
の
獺
図
を
想
起
さ
せ
る
。
獺
図
の
制
作
は
探
幽
の
斎
書
き
時
代
の
初
期
、
山
下
善
也
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
寛
永
十
二

三
八
〇
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年
（
一
六
三
五
）
か
ら
同
十
九
年
（
一
六
四
二
）
で
あ
る
（
註
八
三
）
。
制
作
は
こ
れ
に
や
や
お
く
れ
る
が
、
「
驪
黄
物
色
図
」
に
よ
っ
て
、
当
時
、
写
生

へ
の
志
向
が
探
幽
ひ
と
り
に
か
ぎ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
絵
画
制
作
に
お
け
る
写
生
の
役
割
は
、
狩
野
派
の
場
合
と
、
江
戸
時
代
後
半
の
写
生
画
や
博
物
画
と
で
は
大
き
く
こ
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
博
物
写
生
画
に
お
い
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
る
関
根
雲
停
が
、
幼
い
頃
に
「
驪
黄
物
色
図
」
を
う
つ
し
た
こ
と
の
意
義
は
考
慮
に
値
し
よ
う
。

「
驪
黄
物
色
図
」
は
寡
作
の
尚
信
に
あ
っ
て
は
、
制
作
の
年
代
や
経
緯
の
知
ら
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
尚
信
の
画
技
と
と
も
に
、
当
時
の
狩
野
派

に
お
け
る
動
物
を
お
も
な
題
材
と
す
る
制
作
や
写
生
に
対
す
る
態
度
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
御
花
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

雲
停
が
享
受
し
た
尚
信
の
遺
産
が
実
際
に
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
時
代
と
流
派
を
こ
え
た
継
承
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
も
あ
き
ら

か
に
な
ろ
う
。
尚
信
筆
「
驪
黄
物
色
図
」
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
八
一
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註
二
四

馬
の
分
類
は
、
馬
名
が
お
お
む
ね
毛
色
に
も
と
づ
く
命
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
毛
色
に
よ
っ
て
五
行
に
配
さ
れ
た
。
五
行
に
よ
る

分
類
は
室
町
時
代
の
『
尺
素
往
来
』（
稀
覯
往
来
物
集
成
第
一
巻
大
空
社
一
九
九
六
年
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
時
代
や
書
物
に
よ
っ
て
分
類
に
は

異
同
が
あ
る
。
五
行
に
よ
る
分
類
は
、
馬
と
、
馬
の
持
ち
主
あ
る
い
は
騎
手
の
生
年
の
五
行
と
の
組
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
吉
と
も
凶
と
も
な
る
た
め
に

（
「
大
坪
流
活
套
巻
」

小
泉
吉
永
編
『
大
坪
流
馬
術
書
』
岩
田
書
院

二
〇
〇
八
年
な
ど
）
重
視
さ
れ
た
。
一
方
で
、
毛
色
の
相
剋
を
信
ず
る
に
足
ら

ぬ
と
す
る
意
見
（
人
見
必
大
『
本
朝
食
鑑
』
巻
之
十
一

東
洋
文
庫
三
九
五

平
凡
社

一
九
八
一
年
）
や
、
旋
毛
の
吉
凶
に
つ
い
て
も
「
強
て
構
ふ

べ
か
ら
ず
」
と
い
う
見
解
（
「
良
薬
馬
療
弁
解
」
『
馬
学
―
馬
を
科
学
す
る
』
馬
の
文
化
叢
書
七

財
団
法
人
馬
事
文
化
財
団

一
九
九
四
年
）
も
あ
っ

た
。

註
二
五
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
六
百
三
十
二
。
な
お
、
こ
こ
で
は
驪
黄
物
色
図
を
定
幸
の
実
兄
定
矩
の
著
作
と
す
る
。

註
二
六
『
松
江
藩
学
芸
史
の
研
究
漢
学
篇
』
明
治
書
院
一
九
八
一
年

註
二
七
国
立
国
会
図
書
館
な
ら
び
に
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
写
本
を
参
照
。

註
二
八
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
巻
之
二
東
洋
文
庫
五
七
四
平
凡
社
一
九
九
四
年

註
二
九
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
本
を
参
照
。

註
三
〇
『
南
畝
全
集
』
第
十
三
巻
一
九
八
七
年

註
三
一
「
大
猷
院
殿
御
実
紀
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
〇
年
）
に
み
え
る
馬
事
の
例

・
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
是
年
、
諸
士
の
甲
冑
戎
馬
を
御
覧

こ
の
時
、「
武
具
馬
具
殊
更
お
ご
そ
か
に
備
て
見
え
け
れ
ば
と
て
、
百
石
づ
ゝ
加
恩
」
さ
れ
た
な
か
に
黒
沢
定
幸
の
名
あ
り

三
八
二
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・
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
春
頃
、
家
光
の
騎
馬
、
速
き
こ
と
風
雷
の
ご
と
く
、
供
奉
の
も
の
し
た
が
う
あ
た
わ
ず

・
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
八
月
、
品
川
の
行
殿
に
て
諸
番
士
の
馬
揃
を
御
覧

・
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
四
月
、
か
ね
て
よ
り
願
っ
て
い
た
朝
鮮
馬
術
の
技
を
御
覧

・
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
四
月
、
蘭
人
よ
り
献
上
の
方
物
に
、
馬
あ
り

・
同
年

七
月
、
高
田
馬
場
に
て
み
ず
か
ら
馬
上
鞭
打
ち

・
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
十
月
、
陸
奥
へ
馬
の
事
奉
り
ま
か
る

�別
当
に
金
、
時
服
下
さ
る

・
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
正
月
、
四
日
、
五
日
、
六
日
、
九
日
、
十
日
、
廿
五
日
に
鷹
狩

・
同
年

七
月
、
朝
鮮
国
信
使
の
献
上
品
に
駿
馬
二
匹
あ
り

・
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
六
月
、
番
士
の
高
田
馬
場
乗
馬
并
水
泳
の
調
練
を
う
な
が
す

・
同
年

八
月
、
奥
へ
馬
買
に
ま
か
る
徒
金
、
時
服
下
さ
る

・
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
八
月
、
奥
州
へ
馬
買
に
ま
か
る
徒
に
時
服
、
金
給
ふ

・
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
一
月
、
松
平
薩
摩
守
光
久
張
行
の
犬
追
物
を
御
覧

註
三
二
尚
信
の
歿
年
、
享
年
は
『
増
訂
古
画
備
考
』
や
『
東
洋
美
術
大
観
』（
審
美
書
院
一
九
〇
九
年
）
の
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
四
月
七
日
、
四

十
四
歳
病
死
に
し
た
が
っ
た
。

註
三
三
『
隔
冥
記
』
第
二
（
思
文
閣
出
版
一
九
九
七
年
復
刻
）
正
保
三
年
九
月
廿
七
日
、
十
月
廿
四
日
、
十
一
月
十
八
日
、
十
二
月
廿
一
日
の
条
。

註
三
四
『
隔
冥
記
』
正
保
三
年
十
二
月
廿
一
日
の
条
に
「
明
日
赴
江
城
」。

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
八
三
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註
三
五
『
増
訂
古
画
備
考
』
に
「
元
和
九
癸
未
、
十
七
而
大
猷
君
御
上
洛
之
次
、
拝
謁
于
京
師
、
直
奉
絵
事
之
命
」。

註
三
六
『
増
訂
古
画
備
考
』
に
「
寛
永
七
庚
午
、
奉
命
下
江
戸
、
拝
謁
台
徳
君
、
直
奉
絵
事
之
命
」。
台
徳
君
（
秀
忠
）
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
七

月
に
大
猷
君
（
家
光
）
に
将
軍
職
を
譲
り
、
寛
永
七
年
当
時
は
大
御
所
と
称
さ
れ
て
い
た
（
台
徳
院
殿
御
実
紀
、
大
猷
院
殿
御
実
紀
参
照
）。

註
三
七
大
田
南
畝
の
浅
草
観
音
堂
絵
馬
考
（
註
一
）
も
ほ
ぼ
同
文
の
談
を
載
せ
る
。
な
お
、
称
徳
館
本
と
南
畝
の
記
事
に
お
け
る
定
幸
末
裔
（
孫
）「
定

紀
」
は
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
六
百
三
十
二
で
は
「
定
記
」
と
す
る
。

註
三
八
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
七
本
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
驪
黄
物
色
図
」
馬
牛
奥
書
に
人
見
必
大
写
「
驪
黄
物
色
図
」
の
序
と
跋
が
付
属
す
る

・
国
立
公
文
書
館
蔵
「
驪
黄
物
色
図
説
」
馬
牛
奥
書
に
人
見
必
大
写
「
驪
黄
物
色
図
」
の
序
と
跋
が
付
属
す
る

・
同

「
驪
黄
物
色
図
説
」
馬
牛
奥
書
に
人
見
必
大
写

・
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
「
驪
黄
物
色
図
」
馬
牛
奥
書
に
人
見
必
大
写

・
称
徳
館
蔵
「
驪
黄
物
色
図
説
」

馬
牛
奥
書
（
資
料
一
）

・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
驪
黄
物
色
図
説
」

馬
牛
奥
書
な
し

「
驪
黄
物
色
図
」
の
序
が
付
属
す
る

・
岩
瀬
文
庫
蔵
「
驪
黄
物
色
図
説
」

馬
奥
書
な
し

こ
れ
ら
の
な
か
で
、
人
見
必
大
の
奥
書
は
す
べ
て
同
文
で
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
林
鵞
峰
所
蔵
の
書
を
う
つ
し
た
と
す
る
。
称
徳
館
本
で
は
、

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
伊
勢
貞
丈
が
新
井
邦
孝
（
白
石
の
孫
）
所
蔵
本
を
う
つ
し
た
と
す
る
奥
書
が
も
っ
と
も
ふ
る
い
年
紀
で
あ
る
が
、
定
幸
の
題

辞
を
そ
な
え
る
唯
一
の
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
称
徳
館
本
坤
巻
「
駁
馬
二
十
疋
」
の
現
状
は
「

�」
か
ら
「

�」
へ
つ
づ
く
が
、
記
述
内
容
、

三
八
四
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諸
本
と
の
照
合
か
ら
、
原
状
で
は
こ
の
間
に
「
落
星
馬
」、「

�」、「
玉
鼻
尖
」、「

�」
の
あ
っ
た
こ
と
は
う
た
が
え
な
い
。

岩
瀬
文
庫
本
は
、
現
状
で
は
馬
の
部
分
の
記
述
の
み
で
あ
る
。

註
三
九
「
驪
黄
物
色
図
説
」
に
お
い
て
馬
九
十
八
疋
、
牛
は
十
四
頭
と
少
な
い
。
ま
た
、
称
徳
館
本
系
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
、
牛
に
お
け
る
悪
旋
毛
、

凶
牛
、
吉
牛
と
の
順
序
も
馬
の
部
分
と
の
整
合
性
を
欠
く
が
、
現
在
の
諸
史
料
か
ら
、「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
原
状
を
確
か
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

牛
馬
の
頭
数
の
不
均
衡
は
、
黒
沢
定
幸
の
題
辞
に
い
う
よ
う
に
幕
府
の

�に
あ
つ
め
ら
れ
た
馬
と
牛
の
、
あ
る
時
点
で
の
実
際
の
頭
数
を
反
映
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
牛
の
部
分
の
あ
つ
か
い
も
考
慮
す
る
と
、
幕
府
の
馬
預
の
職
に
あ
っ
た
定
幸
の
よ
り
強
い
関
心
が
牛
よ
り
は
馬
に
あ
っ
た
と

か
ん
が
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
幕
府
も
牛
の
飼
育
を
奨
励
し
て
い
る
が
（
加
茂
儀
一
『
日
本
畜
産
史
』
財
団
法
人
法
政
大
学
出
版
局

一

九
七
六
年
、
梶
島
孝
雄
『
資
料
日
本
動
物
史
』
八
坂
書
房

一
九
九
七
年
）
、
『
本
朝
食
鑑
』
に
牛
に
は
牛
車
を
ひ
く
官
牛
、
運
搬
を
た
す
け
る
市
牛
、

農
作
業
を
た
す
け
る
農
牛
が
あ
る
と
記
す
よ
う
に
、
武
家
の
関
心
は
牛
へ
と
は
む
か
い
難
い
。

「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
林
羅
山
の
序
も
定
幸
の
題
辞
も
馬
が
軍
用
に
い
か
に
大
切
か
を
述
べ
、「
驪
黄
物
色
図
」
に
お
い
て
も
、
羅
山
の
序
は
も
っ
ぱ

ら
馬
を
語
る
。
鵞
峰
の
跋
は
、
説
卦
が
乾
の
象
を
馬
、
坤
の
象
を
牛
と
す
る
こ
と
や
、

�戚
の
相
牛
経
を
あ
げ
て
相
馬
と
相
牛
の
共
通
す
る
こ
と
を
い

い
、
さ
ら
に
『
周
書
』
か
ら
「
華
山
馬
嘶
桃
林
牛
睡
」
と
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
譬
え
の
文
言
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
泰
平
の
世
に
あ
っ
て
も
軍
用
の

良
馬
を
備
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と
述
べ
て
い
る
。

「
驪
黄
物
色
図
」
の
模
本
の
み
な
ら
ず
、「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
写
本
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
牛
の
部
分
が
欠
落
す
る
の
は
、
馬
へ
の
関
心
の
強
い
武

家
の
あ
い
だ
で
転
写
さ
れ
た
た
め
と
想
像
さ
れ
る
。

註
四
〇

河
野
元
昭
「
K
A
N
O
S
A
N
S
E
T
S
U
E
IL
D
IS
E
G
N
O
D
E
I
C
A
V
A
L
L
I」
（
日
伊
文
化
第
一
号

二
〇
〇
四
年
）
に
紹
介
。
イ
タ

リ
ア
語

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（

小
林
）

三
八
五
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論
文
は
熊
谷
央
子
氏
に
翻
訳
を
お
願
い
し
た
。
一
部
分
を
の
ぞ
く
ほ
ぼ
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
よ
り
ご
提
供
を
い
た
だ
い

た
。
な
お
、
こ
の
画
巻
は
修
理
中
と
の
こ
と
（
二
〇
〇
九
年
）。

註
四
一
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
二
十
一
巻
（
講
談
社
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
と
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
誕
生
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
歿
、

書
家
、
高
松
侯
に
つ
か
え
た
。

註
四
二
頭
数
は
註
四
〇
論
文
に
よ
っ
た
。

註
四
三
土
居
次
義
「
狩
野
山
雪
の
歴
聖
大
儒
像
」（『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』
美
術
出
版
社
一
九
七
〇
年
）

註
四
四
『
先
哲
叢
談
』
堀
杏
庵
の
項
。

註
四
五

註
四
〇
論
文
な
ら
び
に
河
合
正
朝
「
野
に
群
れ
遊
ぶ
馬
た
ち
を
描
い
た
二
つ
の
屏
風
―
狩
野
探
幽
筆
御
本
丸
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
写
楽
幻

の
肉
筆
画
』
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
二
〇
〇
九
年
）。

註
四
六
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
本
の
糟
栗
毛
、
御
花
本
の

�（
馬

94）

註
四
七
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
、『
日
本
の
馬
の
絵
―
中
・
近
世
―
』（
財
団
法
人
馬
事
文
化
財
団
一
九
八
四
年
）
図
二
二
。

註
四
八
故
宮
博
物
院
蔵
二
馬
図
（『
故
宮
博
物
院
』
第
三
巻
図
一
三
）
の
う
ち
。

註
四
九
大
和
文
華
館
蔵
、
中
野
玄
三
『
日
本
人
の
動
物
画
』（
朝
日
選
書
二
九
九
朝
日
新
聞
社
一
九
八
六
年
）
な
ど
参
照
。

註
五
〇
『
探
幽
縮
図
』（
文
人
画
研
究
所
一
九
八
六
年
）
学
古
帖
の
五
三
。

註
五
一
武
田
恒
夫
「
鳥
類
図
巻
一
巻
」
美
術
史
一
一
一
一
九
八
一
年

註
五
二
大
原
美
術
館
蔵
、
故
宮
博
物
院
蔵
、『
白
描
画
か
ら
水
墨
画
へ
の
展
開
』（
水
墨
美
術
大
系
一
講
談
社
一
九
七
八
年
）
図
四
六
、
四
七
。

三
八
六
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註
五
三
『
絵
巻
物
総
覧
』（
角
川
書
店
一
九
九
五
年
）
な
ど
参
照
。

註
五
四
故
宮
博
物
院
所
蔵
、『
故
宮
博
物
院
』
第
三
巻
（
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
九
八
年
）
図
二
五
。

註
五
五

香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
滾
塵
図
巻
、
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
蔵
八
駿
図
巻
（
と
も
に
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
続
編
』
二

東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
八
年
）

註
五
六
「

�」（
馬

35）
と
「

�油
馬
」（
馬

40）

註
五
七

原
口
志
津
子
「
資
料
紹
介

富
山
県
個
人
蔵
随
身
乗
馬
図
に
つ
い
て
」
（
富
山
県
立
大
学
紀
要

第
一
一
巻

二
〇
〇
一
年
）
、
ま
た
馬
の
博
物

館
よ
り
巻
頭
と
奥
書
部
分
の
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。

註
五
八
渡
辺
雄
二
「
筑
前
黒
田
藩
御
用
絵
師
狩
野
昌
運
」（『
福
岡
県
史
』
近
世
研
究
編
福
岡
藩
三
福
岡
県
一
九
八
七
年
）

註
五
九

花
巻
市
博
物
館
小
原
茂
氏
よ
り
所
在
の
ご
教
示
い
た
だ
き
、
後
述
す
る
台
帳
の
記
載
な
ど
に
つ
い
て
は
称
徳
館
中
野
渡
由
美
子
氏
よ
り
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

註
六
〇
『
日
本
の
馬
の
絵
―
中
・
近
世
―
』、『
馬
の
博
物
館
所
蔵
品
選
集
増
補
版
』（
財
団
法
人
馬
事
文
化
財
団
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
部
分
写
真
の

紹
介
が
あ
る
。
作
品
の
全
体
は
馬
の
博
物
館
よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
貸
与
を
う
け
た
。
ま
た
、
末
崎
真
澄
氏
を
つ
う
じ
て
、
長
塚
孝
氏
よ
り
序
文
に
関

し
て
詳
細
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

註
六
一
立
像
の
馬
師
皇
の
図
像
は
劉
向
『
列
仙
伝
』（『
列
仙
伝
・
神
仙
伝
』）
や
、
こ
れ
を
参
考
に
し
た
と
の
指
摘
の
あ
る
狩
野
山
雪
筆
馬
師
皇
図
に
あ

る
が
（
林
進
「
山
雪
『
盤
谷
図
』
―
近
世
文
人
画
の
誕
生
―
」
『
日
本
近
世
絵
画
の
図
像
学
―
趣
向
と
深
意
―
』
八
木
書
店

二
〇
〇
〇
年
）
、
驥
毛
図

解
の
馬
師
皇
図
は
こ
れ
ら
と
は
服
制
な
ど
が
こ
と
な
っ
て
い
る
。

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
八
七
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註
六
二
御
花
史
料
館
植
野
か
お
り
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

註
六
三
田
能
村
忠
雄
「
素
軒
の
定
家
詠
花
鳥
倭
歌
絵
」
上
、
下
（
国
華
八
〇
二
、
八
〇
三
一
九
五
九
年
）、『
月
次
絵
十
二
ヶ
月
の
風
物
詩
』（
滋
賀

県
立
近
代
美
術
館
一
九
九
五
年
）

註
六
四
『
増
訂
古
画
備
考
』
三
十
六
狩
野
譜

註
六
五
資
料
二
の
一
七
は
、
村
井
秀
夫
・
松
尾
信
一
「
石
川
家
蔵
絵
巻
大
坪
本
流
馬
相
絵
に
つ
い
て
」（
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
第
一
七
号
一
九
八
三
年
）

に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
、
図
版
の
掲
載
は
な
い
。
現
状
収
録
数
七
十
二
疋
の
う
ち
、
三
十
四
疋
の
馬
名
は
東
京
藝
大
本
系
「
驪
黄
物
色
図
」
の
馬
名
と

共
通
す
る
。

註
六
六
小
原
茂
氏
よ
り
所
在
の
ご
教
示
な
ら
び
に
画
像
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

註
六
七

小
原
茂
氏
よ
り
所
在
の
ご
教
示
な
ら
び
に
画
像
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
百
馬
百
毛
図
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
写
、
こ
れ
ま
で
確

認
し
た
模
本
類
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
は
や
い
年
紀
を
も
つ
。
こ
れ
を
模
写
し
た
瀧
波
如
林
乗
信
の
伝
は
不
明
で
あ
る
。『
増
訂
古
画
備
考
』
狩
野
門
人

譜
に
、
狩
野
富
信
が
あ
り
、
如
林
、
乗
信
と
も
名
乗
る
が
、
そ
の
父
幸
信
が
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
歿
、
弟
察
信
が
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に

狩
野
免
許
を
う
け
て
お
り
、
同
一
人
物
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

註
六
八

こ
の
馬
之
図
に
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
名
古
屋
藩
士
で
故
実
家
の
稲
葉
通
邦
の
記
し
た
奥
書
が
あ
り
、
原
本
は
京
都
で
み
い
だ
さ
れ
た

馬
寮
馬
図
と
す
る
。
馬
寮
は
大
宝
令
に
さ
か
の
ぼ
る
役
所
（
和
田
英
松
『
新
訂
官
職
要
解
』
講
談
社

一
九
八
三
年
）
で
あ
る
が
、
御
所
の

�馬
を
え

が
く
も
の
か
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
人
物
の
編
纂
か
、
こ
の
題
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

註
六
九

『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
十
六
巻
走
獣
画
（
講
談
社

一
九
七
八
年
）
、
別
巻
（
一
九
八
一
年
）
、
『
時
代
屏
風
聚
花
』
（
し
こ
う
し
ゃ
図
書
販
売

三
八
八
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一
九
九
〇
年
）、『
御
物
聚
成
』
絵
画
Ⅰ
（
朝
日
新
聞
社
一
九
七
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

註
七
〇

牛
図
に
は
、
禅
宗
の
十
牛
図
の
ほ
か
、
三
玄
院
蔵
牛
図
座
屏
、
等
持
院
蔵
牧
牛
図
襖
、
住
吉
如
慶
筆
鹿
苑
寺
大
書
院
四
の
間
小
襖
の
牛
図
（
い

ず
れ
も
土
居
次
義
『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』）
な
ど
水
墨
の
作
例
が
多
い
。

註
七
一
探
幽
の
百
馬
図
は
、

・
百
馬
之
図
一
巻
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
百
馬
図
三
巻
の
一
）

馬
九
十
六
疋

原
画
狩
野
探
幽
七
十
一
歳
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
筆
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
大
久
保
佐
渡
守
常
春
所
持

・
百
馬
百
鶴
図
巻
の
う
ち
百
馬
図
一
巻
『
画
巧
潜
覧
』（
大
岡
春
卜
編
元
文
五
年
刊
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
所
収

馬
百
三
疋

原
画
狩
野
探
幽
七
十
三
歳
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
筆

・
百
馬
図
一
巻
花
巻
市
博
物
館
蔵
（
小
原
茂
氏
に
ご
教
示
な
ら
び
に
画
像
等
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
）

馬
九
十
六
疋

原
画
狩
野
探
幽
湯
川
玉
流
写
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
新
渡
戸
仙
岳
序

註
七
二

コ
ル
フ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
野
馬
図
屏
風
模
本
、
原
画
は
探
幽
六
十
五
歳
の
筆
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
狩
野
克
信
、
興
信
の
模
写
（
註
四

五
『
写
楽
幻
の
肉
筆
画
』）

註
七
三
『
尾
形
家
絵
画
資
料
図
版
』（
福
岡
県
立
美
術
館
一
九
八
六
年
）
三
一
七
一
の
野
馬
・
水
牛
図
は
、
む
か
っ
て
左
隻
右
よ
り
第
三
扇
の
模
本
で

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
八
九
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あ
り
、
小
方
牛
ノ
助
に
よ
る
模
写
で
あ
る
（
『
尾
形
家
絵
画
資
料
目
録
』
福
岡
県
文
化
会
館

一
九
八
五
年
）
。
小
方
牛
ノ
助
は
探
幽
の
弟
子
で
、
福
岡

藩
御
抱
え
絵
師
尾
形
家
の
第
二
代
、
牛
ノ
助
を
称
し
て
い
た
期
間
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
同
六
年
（
一
六
六
六
）
と
推
定
さ
れ
る
（
拙
著

『
筑
前
御
抱
え
絵
師
』
中
央
公
論
美
術
出
版
二
〇
〇
四
年
）。

註
七
四

む
か
っ
て
右
隻
第
二
扇
を
の
ぞ
く
十
一
扇
分
の
模
本
が
『
尾
形
家
絵
画
資
料
図
版
』
四
〇
二
〇
か
ら
四
〇
三
〇
に
あ
り
、
全
体
の
模
本
は
東
京

芸
術
大
学
に
牛
馬
屏
風
（『
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
品
目
録
東
洋
画
模
本
ⅴ
』
四
四
三
一
一
九
九
九
年
）
と
し
て
あ
る
。

註
七
五
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
牛
馬
図
双
幅
、
山
下
善
也
「
狩
野
探
幽
は
じ
め
江
戸
狩
野
三
十
六
名
合
作
の
牛
馬
図
双
幅
」（
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
一
七

二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

註
七
六

真
田
家
旧
蔵
柳
下
群
牛
之
図
、
『
真
田
家
旧
蔵
資
料
目
録
―
絵
画
一
―
』
（
松
代
藩
文
化
施
設
管
理
事
務
所

一
九
九
八
年
）
に
よ
る
と
、
こ
の

図
に
は
安
信
、
常
信
、
洞
雲
、
探
信
、
主
信
、
岑
信
、
探
雪
、
洞
春
の
落
款
が
あ
る
。
主
信
の
生
年
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）、
安
信
の
歿
年
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
か
ら
、
後
者
を
制
作
時
期
の
目
安
と
し
た
。

註
七
七

制
作
時
期
を
確
定
で
き
な
い
作
例
に
、
牛
馬
を
対
と
す
る
狩
野
探
幽
筆
個
人
蔵
牛
馬
図
屏
風
（
木
村
重
圭
「
大
坂
画
壇
の
展
開
と
狩
野
派
―
森

狙
仙
筆
墨
馬
図
を
め
ぐ
っ
て
―
」
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
四
〇
文
学
・
文
化
編
二
〇
〇
四
年
）、
探
幽
の
弟
子
衣
笠
守
昌
の
福
岡
市
博
物
館
蔵
牛

馬
図
屏
風
（
『
筑
前
御
抱
え
絵
師
』
）
、
牛
の
み
を
え
が
く
狩
野
常
信
筆
北
野
天
満
宮
蔵
双
牛
図
屏
風
（
京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
社
寺
調
査
報
告
書
』

X
IV
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

註
七
八

狩
野
是
信
筆
久
本
寺
蔵
富
士
・
馬
・
牛
図
三
幅
対
（
『
知
ら
れ
ざ
る
御
用
絵
師
の
世
界
展
』
二
六

朝
日
新
聞
社

一
九
九
八
年
）
、
狩
野
洞
春

美
信
の
弟
子
荒
川
洞
月
筆
仙
台
市
博
物
館
蔵
奔
馬
図
屏
風
（
『
仙
台
藩
の
絵
画
』
九
八
、
九
九

仙
台
市
博
物
館

一
九
九
三
年
）
、
狩
野
惟
信
筆
宇
和

三
九
〇
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島
市
立
伊
達
博
物
館
蔵
馬
師
皇
・
百
馬
図
三
幅
対
（
『
宇
和
島
伊
達
家
伝
来
品
図
録
』
書
画
二
五

宇
和
島
市
立
伊
達
博
物
館

二
〇
〇
七
年
）
、
狩
野

養
信
の
弟
子
梅
沢
晴
峩
筆
御
花
史
料
館
蔵
百
馬
図
（『
柳
川
の
美
術
Ⅱ
』）
な
ど
。

註
七
九

『
増
訂
古
画
備
考
』
四
十
六
合
作
類
及
不
詳
印
に
、
毛
物
尽
筆
者
と
し
て
狩
野
右
京
時
信
、
左
衛
門
昌
信
、
内
記
清
信
、
隼
人
信
之
、
大
学
氏

信
、
勝
田
竹
翁
を
あ
げ
る
。
最
年
長
の
昌
信
の
歿
年
を
も
っ
て
制
作
の
下
限
と
し
た
。

註
八
〇

『
増
訂
古
画
備
考
』
四
十
六
所
収
、
探
幽
、
安
信
、
常
信
、
益
信
、
時
信
、
信
之
、
氏
信
、
勝
田
貞
寛
の
合
作
、
た
と
え
ば
探
幽
は
猿
牛
馬
、

信
之
は
き
り
ん
、
い
の
し
し
、
狐
、
河
を
そ
、
む
さ
さ
び
、
し
や
香
を
え
が
い
た
。

註
八
一

『
動
物
表
現
の
系
譜
』
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

一
九
九
八
年
）
図
一
一
三
。
ま
た
、
『
尾
形
家
絵
画
資
料
図
版
』
三
九
八
三
も
群
毛
図
巻
の
類

の
模
本
と
お
も
わ
れ
る
。

註
八
二

『
宣
和
画
譜
』
巻
第
十
三
（
畫
史
叢
書
第
一
冊

文
史
哲
出
版
社

一
九
七
四
年
）
韓
幹
の
項
に
「
幹
曰
、
臣
自
有
師
、
今
陛
下
内

�馬
、
皆

臣
之
師
也
」

註
八
三
山
下
善
也
「
狩
野
探
幽
の
獺
図
と
黒
田
忠
之
像
」（『
狩
野
派
と
福
岡
展
』
福
岡
市
美
術
館
一
九
九
八
年
）

資
料
一
十
和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
蔵
「
驪
黄
物
色
図
説
」
の
題
辞
、
引
用
書
目
、
奥
書

一
、
題
辞

「
驪
黄
物
色
圖
説
題
辭
／
夫
戎
事
之
大
用
者
馬
也
故
以
名
官
健
而
／
行
不
息
者
亦
馬
也
故
以
象
乾
然
則
馬
豈
／
微
物
乎
哉
騰
黄
之
姿
龍
媒
之
種
周
之
八
／

駿
秦
之
七
馬
漢
室
之
九
逸
唐
家
之
十
驥
／
自
古
紀
之

彼
好
事
者
所

謂
若

麒
麟

若
蟷
／

�或
身
有

肉
翅

或
一
形
十

影
如

此
之

妄
／

言
不

少
余

竊
為
不
然

吁

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（

小
林
）

三
九
一
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不
稱
驥
之
徳
而
／
奚
語
形
之
怪
乎
也
時
／
今

�平
既
久
恵
溢
八
隅
威
殷
百
蠻
底
貢
良
／
馬
如
雲
錦
似
白
練
故
余
以
策
數
之
畢
乃
／
考
諸
書
以
引
字
附
諺

解
以
立
説
總
／
馬
牛
一
百
一
十
有
二
疋
配
之
於
五
／
行
亦
其
来
有
自
矣
詩
之

�馬
既
同
／
禮
之
毛
馬
而
頒
之
三
代
乗
其
色
四
／
時
駕
其
色
旋
及
匈
奴
之

騎
四
方
騎
／
其
色
華
夷
皆
無
不
然
矣
加
之
圖
馬
／
牛
之
回
毛
亦
其
漸
有
由
矣
昔
自
有
／
河
圖
龍
馬
之
旋
文
以
来
爾
雅
別
旋
／
毛
所
在
之
名
馬
牛
經
載
逆

毛
吉
凶
／
之
説
豈
渉
于
幻
妄
乎
於
是
使
畫
工
／
藤
尚
信
圖
之
其
筋
骨
也
皮
毛
也
悉
／
窮
殊
相
而
自
有
神
觀
是
師
／
國

�之
馬
者
也
圖
説
已
成
而
乞
題
號

／
於
羅
浮
先
生
先
生
誨
人
不
倦
即
目
／
曰
驪
黄
物
色
葢
取
諸
列
子
之
語
下
／
学
物
色
使
是
上
達
天
機
亦
由
斯
而
／
進
歟
鳴
乎
成
周
司
馬
之
法
延
喜
馬
／

寮
之
制
已
在
／
今
日
矣
昔
范
氏
謂
之
君
子
國
亦
不
宜
／
哉
／
正
保
丁
亥
秋
八
月
朔
黒
澤
定
幸
書
」

二
、
引
用
書
目

「
驪
黄
物
色
圖
説
引
用
書
目
／
詩
經

論
語
／
禮
記

爾
雅
／
史
記

�雅
／
爾
雅
翼

説
文
／
太
平
御
覧

酉
陽
雜
俎
／
世
説

韻
會
小
補
／
篇
海
類

編
字
彙
／
事
文
類
聚

虎
鈴
經
／
太
白
陰
經

本
艸
綱
目
／
安
驥
集

新
編
集
成
／
圖
像
馬
經

圖
像
牛
經
／
療
馬
集

攷
事
撮
要
／
倭
名
類
聚
鈔

義
貞
軍
記
／
多
識
編
家
傳
書
／
總
計
二
十
有
八
篇
」

三
、
奥
書
一

「
各
驪
黄
物
色
圖
説
求
得
于
新
井
源
邦
／
孝
蔵
本
以
模

冩
之

了
／

明
和
八

年
辛

卯
冬
十
月

廿
二
日
／

東
都

扈
従

隊
士

伊
勢
平

藏
貞

丈
書

印
／
安

永
六

年
丁

酉
夏
四
月
十
八
日
／
田
邑
節
蔵
書
冩
了
」

四
、
奥
書
二

「
貞
文

〔
傍

註
、

丈
〕
曰

予
徃

歳
於
黒
澤
定

紀
之
家
觀
／
驪
黄
物
色
圖
二

軸
及
相
驥

鑑
若

干
巻
／

▽
凡
二
十
／

冊
許

△
共
其

祖
定
幸
所

著
也
定

紀
談
曰
／

吾
祖
定
幸
使

狩
野
尚
信

▽
称

主
／
馬

△
畫
驪
黄
物
／
色
圖
時

口
授
驥
骨
毛
色
尚
信

始
覚
畫
／
馬

精
妙
不

堪
欣
喜
乃
畫
于

木
版

掛
之
／
于

武
州

淺
草

寺
觀

三
九
二
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音
堂
壁
焉
今
俗
誤
／
傳
以
祐
清
▽
称
古
／
法
眼
△
所
畫
且
誣
謂
畫
馬
離
版
／
活
走
食
草
者
是
也
夫
黒
沢
氏
奥
州
安
／
倍
定
任
之
家
族
黒
沢
尻
九
郎
之
後

胤
／
也
安
永
四
年
乙
未
春
三
月
七
日
書
」

五
、
奥
書
三

「
于
時
文
化
八
歳
次
辛
未
春
閏
二
月
中
旬
二
日
／
田
村
敬
則
以
書
阿
部
正
信
令
冩
之
所
／
同
九
歳
壬
申
龝
九
月
中
旬
五
日
大
武
源
昌
豊
書
冩
之
」

資
料
二
「
驪
黄
物
色
図
」
模
本
、
類
例

一
、
馬
師
皇
巻
二
巻
東
京
藝
術
大
学
蔵（『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録
』
東
洋
画
模
本
Ⅳ
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
一
九
九
八
年
）

馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
図
九
十
八
、
牛
図
十
四
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名
牛
名

原
画
狩
野
尚
信
狩
野
常
信
写
、
狩
野
栄
川
所
持
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
長
澤
如
端
写

二
、
驪
黄
物
色
二
巻
東
京
国
立
博
物
館
蔵

馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
図
九
十
八
、
牛
図
十
四
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名
牛
名

三
、
馬
牛
絵
古
図
巻
二
巻
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵

（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
解
題
篇
』
勉
誠
出
版
二
〇
〇
二
年
）

馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
図
九
十
八
、
牛
図
十
四
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名
牛
名

原
画
狩
野
尚
信

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
九
三
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四
、
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
二
巻
御
花
史
料
館
蔵

馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
図
九
十
八
、
牛
図
十
四
林
羅
山
跋
（
上
巻
末
）、
林
鵞
峰
跋
（
下
巻
末
）
馬
名
牛
名

原
画
狩
野
尚
信
画
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
関
根
雲
停
写
、
序
跋
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
今
井
元
堅
写

五
、
驪
黄
物
色
図
二
巻
東
北
大
学
蔵

馬
師
皇
図
、
郭
璞
図
、
馬
図
九
十
八
、
牛
図
十
四
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名
牛
名

原
画
狩
野
尚
信
狩
野
如
川
周
信
写
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
浦
義
信
写
、
奥
書
滕
輝
崇

六
、
驪
黄
物
色
図
巻
二
巻
（『
平
成
二
十
年
東
京
古
典
会
展
観
大
入
札
会
目
録
』
二
〇
〇
八
年
）

馬
図
、
牛
図
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名
牛
名

七
、
百
馬
図
一
巻
馬
の
博
物
館
蔵

馬
師
皇
図
、
馬
図
馬
名

長
谷
川
家
古
絵
本
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
写
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
田
中
等
昌
写

八
、
馬
相
図
一
巻
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵

（『
海
外
所
在
日
本
美
術
調
査
報
告
６
パ
リ
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
絵
画
』
文
化
財
保
存
修
復
学
会
一
九
九
六
年
）

馬
師
皇
図
、
馬
図
馬
名

九
、
百
馬
図
二
巻
早
稲
田
大
学
蔵
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

馬
図
百
馬
名
（
十
一
疋
は
無
名
）

三
九
四
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一
〇
、
百
馬
図
画
帖
二
冊
（『
も
く
ろ
く
伯
爵
有
馬
家
御
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
一
九
二
五
年
）

郭
璞
図
馬
図
（
一
画
面
三
疋
程
度
）

狩
野
昌
運
筆
有
馬
家
旧
蔵

一
一
、
百
馬
巻
一
巻
十
和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
蔵

馬
図
六
十
馬
名

原
画
狩
野
探
幽
湯
川
玉
流
写
、
新
戸
部
家
旧
蔵

一
二
、
百
馬
図
一
帖
岩
瀬
文
庫
蔵
（『
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
一
九
九
二
年
）

馬
図
百
馬
名

原
画
狩
野
友
甫
宴
信
永
井
主
膳
蔵
本
を
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
中
澤
彦
次
郎
写
、
住
吉
内
記
蔵
本
を
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
田
口
朋
良
写

一
三
、
驥
毛
図
解
二
巻
馬
の
博
物
館
蔵

馬
師
皇
図
（
立
像
）
馬
図
百
三
十
馬
名

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
原
田
宗
如
筆
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
熊
谷
立
閑
序
五
性
十
毛
歌

一
四
、
百
馬
図
巻
二
巻
（『
京
都
古
書
組
合
総
合
目
録
』
第
十
九
号
）

馬
図
馬
名

一
五
、
馬
四
十
八
種
一
巻
馬
の
博
物
館
蔵
（『
日
本
の
馬
の
絵
―
中
・
近
世
―
』）

馬
図
四
十
八
馬
名

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
九
五
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原
画
狩
野
安
信

一
六
、
大
坪
定
易
撰
馬
相
図
模
本
二
巻
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵
（『
海
外
所
在
日
本
美
術
調
査
報
告
６
パ
リ
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
絵
画
』）

馬
図
百
三
十
二
（
序
文
に
よ
る
）
馬
名

大
坪
定
易
撰
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
大
高
坂
季
明
序
、
橘
保
春
、
有
本
英
達
後
序

一
七
、
大
坪
流
馬
相
絵
一
巻
宮
城
・
石
川
家
蔵

馬
図
七
十
二
（
解
説
に
よ
る
現
状
）
馬
名

斎
藤
定
易
選
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
橘
保
春
、
有
本
英
達
後
序

一
八
、
驪
黄
物
色
図
一
冊
国
立
国
会
図
書
館
蔵

馬
師
皇
図
（
巻
頭
）、
郭
璞
図
（
巻
末
）、
馬
図
九
十
八
（
一
丁
に
一
疋
か
ら
五
疋
）
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名

一
九
、
百
馬
之
図
一
冊
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵

馬
図
九
十
八
（
半
丁
に
一
図
、
一
図
一
馬
）
馬
名

南
部
家
旧
蔵

二
〇
、
百
馬
百
毛
図
一
冊
岩
手
県
立
図
書
館
蔵

馬
図
九
十
八
（
半
丁
に
一
図
、
一
図
一
馬
）
林
羅
山
序
、
林
鵞
峰
跋
馬
名

原
画
狩
野
尚
信
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
瀧
波
如
林
乗
信
写
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
源
光
陳
序
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
横
浜
慶
恵
写

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
大
島
常
次
郎
入
手

三
九
六
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二
一
、
百
馬
図
一
巻
国
立
国
会
図
書
館
蔵

馬
図
百
馬
名

二
二
、
百
馬
図
一
巻
静
嘉
堂
文
庫
蔵

馬
図
五
十
馬
名

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
写

二
三
、
馬
之
図
一
冊
岩
瀬
文
庫
蔵
（『
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』）

馬
図
百
三
十
、
馬
師
皇
図
（
立
像
）
馬
名

原
画
馬
寮
馬
図
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
稲
葉
通
邦
写
、
吉
田
氏
蔵
本
を
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
神
谷
三
園
写

二
四
、
群
馬
図
巻
一
巻
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
立
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
蔵

馬
図
三
十
三
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
那
波
活
所
跋
馬
名

原
画
狩
野
山
雪

付
記

本
稿
が
な
る
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
々
の
ご
助
力
を
得
ま
し
た
。
と
り
わ
け
植
野
か
お
り
氏
、
小
原
茂
氏
、
熊
谷
央
子
氏
、
そ
し
て
御
花
史

料
館
、
東
京
藝
術
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
資
料
の
複
写
や
画
像
の
提
供
、
調
査
を
受
け
い
れ
て
い
た
だ
い
た
各
機
関
に
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

御
花
史
料
館
の
百
馬
及
牛
毛
物
弁
定
図
巻
（
二
）（
小
林
）

三
九
七

（35）




